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教務主任 藤 原 和 彦

6 月 6 日 （水 ） に、今 年度 1 回 目の校 内研

究授業 と して、 3 年生 「町 たんけん」 の授業

が保護者 に も公 開 して行 われ ました。研究授

業とは 、 子 ど もた ち に確 か な学 力 を は じめ と

した 「生 きる力」 を培 うために指導 内容 や指

導方法の改善 を 目指 して行 い ます。個 人や グ

ループで授業内容や授業方法 を研究 し、授業

を公開 し合 います 。全貞 で参観 し学 び合 うこ

とで、互い に教 師 として の力 量 を高 めるため

に有効 な方法です。

近年 、様 々 な教 育 開港が 語 られて い ます 。

また社 会 の変 化 もめ ま ぐる し く、 絶 え ず新 し

い動 きを見せ てい ます。 そん な中、教 師の果

たすべ き役割 も多様化 して きてい ます が、 こ

のよ う な激 動 の 中 に あ っ て も、 ず っ と以前 か

ら不易 の役 割が あ ります。 そ れは、「教 師が

子ど も と共 に 学 び、 教 え教 わ る」 と い う こ と

です。冒険の言葉「L orsqu ’on cesse d appren dre

o n cesse d’enseigner（ロスコンセスダ

ブフ ォ ン ドハ オ ン ド ン セ ー ニ ヨ … フ ラ ン

ス語の発音 を日本語 にす るの は難 しいので ち

ょっ と違 い ます が ）」 は サ ッカ ー の 元 フ ラ ン

ス代表チ ームの監督 ロジ ェ・ ルメール氏の言

葉で す 。「学 ぶ こ と をや め た ら、 教 え る こ と

をやめ なければ な らない。」 とい う意味です。

彼は Z・ ジ グ ンや T ・ア ン リ… とい っ た スー パ

ースター を束ね る監督 で した。 そん な彼が 日

本フ ッ トボ ー ル カ ンフ ァ レ ンス で 、 日本 の サ

ッカー指 導者 に向けて発 言 した言 葉です。一

国の有能 な指導者 だか らといって、特別 なこ
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後片付 けを しっか りし まし ょう

（ －学期の反省をしましょう）
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とを言 ったわけではあ りません。彼 は指導者

に と っ て最 も基 本 的 な 姿 勢 を、 ご くご く当 た

り前 に言 っただけ なのですが、彼の言葉はそ

の場 に い た私 の胸 に突 き刺 さ りま した 。 ち ょ

っ と痕 り返 って み て も、「会 議 が あ る」「書 類 を

作らな い と」な どな ど、 理 由 は何 にせ よ、 目

の前 の 子 ど もた ち の た め に学 ぶ こ と をお ろ そ

かに して い る 自分 が い くつ も思 い浮 か び ま した。

それ以 降、教 師 とい う立場か ら、授業 にか

かわ る 内容 に つ い て は 、 で き る限 り妥 協 し な

いよ うに して い ます 。

社会の構造改革や価値観の多様化 など、激

動の時代 だか らこそ、 時代 の変化 に柔軟 に、

そして前 向 き に対応 で き る達 しい 子 ど もた ち

を育 て て い か なけ れ ば な りませ ん 。 そ の た め

に も、杉五小 の教師は、 自ら学ぶ姿勢 を大切

に して い きた い と考 えて い ます 。 そ して 教材

研究 に努 め 、 子 ど もた ち に分 か りや す く、 楽

しい授 業 、 そ して 学 力 が 高 ま る よ う な授 業 を

目指 して 、 日 々努 力 して い きた い と思 って い

ます 。

今年 度、あ と 4 回の校内研究授業、そのほ

かにも杉並区教育委員会主催の研究授業、杉

並区教育研 究会主催の研 究授業 など、数多 く

の研究授業が実施 されます。 また、 3 学期には、

今年度 の研 究の成果 を学校公 開 日に合 わせて、

保護者・地域に発表する予定です。実施 日、

内容 について はそ の都度、学校便 りな どでお

知らせ し ます 。 子 ど もた ち の学 習 の様 子 は も

ち ろ ん で す が 、 子 ど もた ち の力 を引 き出す た

めに、 日々 “学 び続 けている’’先生方 の姿 も、

ぜひ ご覧 に なっ て くだ さい。

今月 の 日 額

保健の白糠

夏を健康に過ごそう 一

（ 7 ・ 8 月です）
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給食の目襟

好ききらいな く

食 べ ま し ょ う 滋


